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４．  図書館サービスの改善状況、あるいは改善のために検討中の事項について 

大学名 内容等 

釧路公立大学 
・図書貸出冊数を増加した（6 月） 

 学生・学外利用者 3 冊→5 冊  休業期間の長期貸出(学生対象)5 冊→10 冊 

札幌医科大学 
・土・日・祝日を含めた 24 時間開館を検討中 

 （平成 19 年 2 月～3 月試行、4 月実施予定） 

札幌市立大学 
・学内関係者に対するサービスの充実はもとより、広く地域貢献を図るべく、

市民開放の充実に向けて検討中 

公立はこだて

未来大学 

・図書館情報システム LIMEDIO（リコー）のバージョンアップ 

・情報ライブラリーホームページのリニューアル 

・情報リテラシー教育の一環として、合同ゼミ、卒研ゼミで論文の検索および 

入手の仕方について、説明会を開催 

・情報ライブラリー購入図書の選書方法について 

 情報ライブラリー運営委員会によるキーワード選書  

 司書の選書枠を検討中 

青森県立保健

大学 

・図書館ホームページの充実、トップページに OPAC の検索ボックス等を追加 

（平成 18 年 4 月） 

・メディカルオンラインの導入（平成 18 年 7 月） 

・聞蔵 II の導入（平成 18 年 7 月） 

岩手県立大学 

・図書館専門員の配置（５名） 

・利用講習会（連続５日間）の開催 

・本学教員執筆図書コーナーの新設 

宮城大学 
・『図書館利用規程事務取扱』の制定（平成 18 年 8 月 1 日施行） 

・学外者への貸出開始（平成 19 年 2 月 1 日から試行予定） 

福島県立医科

大学 

・祝祭日についても図書館閉館時利用ができるように、利用日を拡大した 

（平成 18 年 4 月） 

・図書館 Web サービス「マイライブラリ」の運用を開始した 

 これにより Web 上で、借用中資料の確認・貸出期間延長、貸出中資料の予約、

文献複写・現物の取寄せ、入手待ち資料の確認、新着情報の入手が可能とな

った（平成 18 年 9 月） 

・業績集を研究者データベースと統合した（平成 19 年 2 月） 

会津大学 

・学外者への図書貸出を開始した（平成 18 年 4 月） 

・「図書館ツアー」「情報検索及び電子ジャーナル利用のための講習会」を開

催した 

・配架図書で古くなったもの、重複したものの除去をし、利用者への贈与など

の方法で処分した 

・ＩＬＬ文献複写料金相殺サービスに参加した（平成 18 年 11 月） 

・論文作成のための特別貸出及び雑誌貸出を試行中である 

高崎経済大学 ・購入雑誌の見直し 

群馬県立女子大学 
・文献検索及び相互貸借について説明会を実施（授業２コマ分） 

・図書館システムの更新について検討中 
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・紀要の電子化について検討中 

・図書館利用規程の改訂について検討中 

群馬県立県民

健康科学大学 

・電子ジャーナル（メディカルオンライン、CINAHAL with FULLTEXT）の導入 

・CINII の導入 

・PULC への加盟 

・個人情報保護法制定に伴う図書館業務の見直し 

・教員向け、学生向け電子ジャーナル操作説明会の開催 

・雑誌総合目録の作成 

埼玉県立大学 
・ILL 文献複写等料金相殺サービス参加 

・埼玉県立大学図書館、埼玉大学図書館との相互貸借開始 

首都大学東京 
・図書館主催の利用講習会の充実 

・情報リテラシー出張セミナーの充実 

産業技術大学院

大学 
・次年度より図書館システムを入れ替えるため、移行作業中 

神奈川県立 

保健福祉大学 

・閉館時刻を午後 10 時まで延長した（10 月～12 月） 

・平成 19 年度の大学院研究科設置に向け図書館の運営方針を見直した 

横浜市立大学 

・本館において既に実施していた市民向け図書貸出を、医学情報センター（医

学・看護学系分館）においても開始した。また、対象者の地域を横浜市内か

ら神奈川県内に拡大した（平成 18 年 6 月 28 日から） 

・電子学術資料の学外からのリモート・アクセスについて実施に向けて検討中 

・テープライブラリの土日開館の実施に向けて検討中 

新潟県立看護

大学 

・教員の著作物の展示 

・OPAC 講習会を平日の昼休みに毎日開催（年度末まで試行） 

・配架場所の見直し（看護学関連白書・統計類のコーナー化） 

富山県立大学 ・電子ジャーナルの導入（ACM,ASM）の導入（平成 19 年 1 月より） 

石川県立看護大学 

・図書館利用規程の改正（卒業生の利用期限の延長他） 

・データベースの見直し及び電子ジャーナルの導入 

（EBSCO 社の CINAHL&Nursing Allied Health Collection） 

・メディカルオンライン（メテオインターゲート）の平成 19 年度 4 月導入に向

けてのアンケート調査等 

金沢美術工芸

大学 
・今年度から夏季休業期間中の毎週水曜日を開館日（8：45～17：00）とした 

山梨県立大学 

・雑誌タイトル 93 誌増（山梨県立大学図書館）  平成 18 年 4 月 

・データベース 1タイトル増（両館）      平成 18 月 9 月 

・無線 LAN 対応設備（山梨県立大学看護図書館 ） 平成 18 年 10 月 

都留文科大学 

・学生からの要望により、館内収蔵資料の配架案内地図を階層ごと、書架ごと

に作成し、各階の OPAC 機器周辺、館内入口に置くなど、目に付きやすい場所

にて配布 

愛知県立芸術大学 ・開館時間延長 現在の 9:00～17:00 を 9:00～20:00 へ（19 年 4 月より） 

名古屋市立大学 
・本学の学生・教職員を対象に、Web 図書館システム「MyLibrary」を公開した 

・図書館ホームページの刷新（平成 18 年 11 月） 
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・東海地区大学図書館協議会幹事館として、公共図書館・大学図書館間 ILL 実

験への参加 

・19 年 1 月から新たに PcyArticles（APA）、LWWFixed50、Nature 関連誌などの

電子ジャーナルの利用提供を開始した 

・川澄分館においては、冊子体から電子媒体へ原則切替を開始した 

滋賀県立大学 

・1 年生を対象に、授業時間を使って蔵書検索ガイダンスを実施 

・1 階エントランスから入館できるようにした 

・学生用基本図書コーナーを設置 

・図書情報センター独自の中期計画・中期目標の 18 年度版を策定 

・教員および学生に図書館ポータルのサービスを実施 

京都府立大学 

・閲覧室の開架書架増設（検討中） 

・視聴覚室の施設・機器の整備（検討中） 

・電子ジャーナルの導入 オックスフォードジャーナルズオンラインアーカイ

ブコレクション  （平成 18 年 7 月から） 

・閲覧室のパソコン 4 台を更新 

大阪府立大学 

・全学コアジャーナルの全面的な見直しを行い、平成 19 年度から電子ジャーナ

ル、データベース中心とした学術情報基盤整備の積極的な取り組みを推進す

る。 

・羽曳野図書センターの管理運営方法等について、学生ニーズに応えて平成 19

年度から開館時間の延長を行う。 

・大阪府立図書館をはじめ府内公共図書館との相互協力の開始について協議を

行い平成 19 年度から相互利用サービスを行う。 

・公立大学法人大阪府立大学にゆかりのある出身作家の小説、エッセイ、評論

等を収集し、平成 19 年度から学術情報センター図書館にコーナーを設置す

る。 

大阪市立大学 

・CiNii 機関定額サービスの導入 

・「Japan Knowledge」利用提供開始 

・INIS（原子力関係文献情報）データベースの利用提供開始 

・官報情報検索サービスの利用提供開始 

・電子ジャーナル専用ポータルの利用提供開始 

・電子ジャーナル「nature DIGEST」の利用提供開始 

・電子ジャーナルのアーカイブ版「Springer Online Journal Archives」 

  「Oxford Journals Onkine Archives」の利用提供開始 

兵庫県立大学 

・電子ジャーナルの整備 

 「Springer Online Journal Archives」（平成 18 年 4 月から利用開始） 

・会計専門職大学院（平成 19 年 4 月開設予定）に係る図書の購入整備 

                     ･･･神戸学園都市学術情報館 

・メールマガジン「情報館・閲覧だより」の発信 

                     ･･･神戸学園都市学術情報館 

神戸市外国語

大学 

・インターネット予約サービス 

・図書館 HP 及び印刷物を使った利用者への広報充実 
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・図書館増築、増席（検討中） 

・一般市民開放サービスの拡大（検討中） 

奈良県立大学 

・図書館規定の一部改正。（平成 18 年 10 月 1 日から施行） 

 貸出期間及び貸出冊数について 

 貸出冊数を３冊から５冊にふやし、４年次については、貸出期間を１ヶ月に

延長し、貸出冊数を 10 冊にふやした。   

・奈良県立図書情報館の「ＮＰスクラムネット」に参加。（平成 18 年 1 月から

実施） 

和歌山県立 

医科大学 

・土曜日開館時間延長（試行）･･･午前 10:00～午後 5:00 

 （現行午後 1:00～午後 5:00） 

島根県立大学 

・図書館システムのリプレイス（平成 18 年３月） 

・入館システムの設置（平成 18 年 3 月） 

・情報リテラシー教育を、全新入生に対して、授業と連携して実施（平成 18

年４～５月） 

・基本図書の整備（平成１５年度～継続）    

・学外者利用の拡大の試行（貸出サービス） 

・ホームページのリニューアル、CMS 導入（平成 19 年４月） 

・島根県内図書館横断検索システムの公開（平成 18 年度中） 

県立広島大学 

（全学共通） 

・学内者を対象としたＷｅｂサービス（利用状況照会，文献複写・相互貸借申

込，図書要求〔教員のみ〕，図書の予約申込）の開始 （平成 18 年 7 月） 

（庄原キャンパス） 

・学生の長期休業中に限り，地域の高校生等の自習利用を可とした。（通常は自

習利用不可） 

広島市立大学 

・図書館主催の情報リテラシー教育の一環としてのガイダンスを開催した。 

・電子ジャーナル導入に向けて、教員へアンケートを実施した。トライアル 

開始した。 

・広島県内大学図書館共同リポジトリ構築実験プロジェクト(ＨＡＲＰ）に参加。 

下関市立大学 

・レファレンスに関するアンケートを実施し、レファレンスについてもっと知

ってもらうために、ホームページのレファレンスも一新した。 

カウンターにも「レファレンス」というサインを置いた 

香川県立保健

医療大学 
・図書館システムの更新（平成 19 年 2 月） iliswave-J（富士通） 

福岡女子大学 

・土曜開館時間の延長（10 時～16 時→9 時～17 時まで） 

・土曜開館月の拡大（検討中） 

・ACS(American Chemical Society)の利用提供を開始した。 

福岡県立大学 

・学外一般利用者への貸出開始 

・土曜日の開館 

・平日開館時間の変更（9:00～20:00⇒8:45～21:00） 

・図書延滞者へのペナルティを追加（延滞日数分貸出停止）したことにより、

半数近く延滞者が減りました。 
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・図書館利用者アンケートの実施 

・図書館ホームページの充実 

北九州市立大学 

下記のとおり、学生等への貸出冊数を増やし、サービスの向上を図った 

・学部学生   3 冊→5 冊 

・大学院生   5 冊→10 冊 

・卒業生、市民 2 冊→3 冊 

大分県立看護

科学大学 

・卒後教育の支援事業の一環として、卒業生および修了生の文献の取り寄せを

開始した（平成 18 年 10 月より） 

長崎県立大学 

・ ILL 文献複写料金相殺サービス参加 
・ CiNii 機関別定額制の利用開始 
・ Web 版データベースの導入（聞蔵 II、マガジンプラス、ジャパンナレッジ、
第一法規法情報総合データベース、OECD Books） 

・ 平成 １ ９ 年度 よ り 電子 ジ ャー ナ ル EBSCO host (Business Source 

Premier+EconLit), Gale InfoTrac Custom 導入予定 

・ 定期試験前及び試験期間中の日曜日を開館（９時～１７時）した。 
また試験期間中は、８時３０分開館とした。 

・ 長崎県大学図書館協議会主催の合同イベントに参加貴重図書の展示ほか講演
会を開催 

・ 図書情報センター主催の講演会を実施した。 

県立長崎シー

ボルト大学 

・開館時間延長  

   月～金   9:00～21:30 を 8:30～22:00 に変更 

    土    10:00～16:00 を 9:00～17:00 に変更 

・学外者利用時間帯制限撤廃と年齢制限の緩和 

  14:00 からの利用を撤廃 

  18 歳以上（高校生を除く）を１５歳以上（中学生を除く）に緩和 

・後期試験期間中の土曜日開館時間延長［2/3、10、17］ 

  9:00～17:00 を 9:00～22:00 （試行） 

・ILL 文献複写等料金相殺サービス加入（平成１８年７月） 

 


